
 

 
コストダウン 
雇用維持 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

経済社会の姿 企業部門 

⇒
 

 
 
 
 
 
 

  
  
 
  
 
 
 

成長分野への投資停滞 
成長分野への人材移動の停滞 
人的資本蓄積の停滞 

⇒
 

  
  

 
 
 
 
   
 
 

   

イノベーションの低下   

所得の低下 
将来への不安 
 
産業空洞化 

賃金コスト抑制 
非正規雇用活用 

調達価格の削減 

海外展開 
国内設備投資抑制 

消費の低迷 
 
 
輸出の低迷 

⇒ 

⇒
 

⇒
 

 
 
 
 

少子化・高齢化の進展 
社会保障負担の増大 

設備投資の低迷 

 
 
 
 

   

資料３ 



名目雇用者報酬の推移 

出典：内閣府「国民経済計算（ＧＤＰ統計）」 


